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我々は以前、発光性メカノクロミズム特性を有するアリール金(I)イソシアニド錯体について報告し
た。1) アリール金(I)イソシアニド錯体の合成法として、アリール金(I)・THT錯体前駆体に対し配位子
交換でイソシアニドを導入する方法が知られている。しかしこの従来の合成法では合成可能な錯体が

限られていたために、これまで詳細な研究が立ち遅れていた。 
 そこで今回ハロゲン化金(I)イソシアニ
ド錯体と有機金属試薬とのトランスメタ

ル化による合成法の検討を行った。アリー

ルグリニャール試薬と臭化亜鉛からアリ

ール亜鉛試薬 1 を調製し、塩化金(I)イソ
シアニド錯体 2 と反応させることにより
高収率で目的金錯体 3 を得ることができ
た。この合成法は官能基を有するハロゲン

化金(I)イソシアニド錯体との反応にも有
効であり、これまでは合成できなかったア

リール金(I)イソシアニド錯体を得られるようになっている。 
 合成したアリール金(I)イソシアニド錯体の一例を右に示す。
ベンゾチオフェン金(I)錯体 4 は多晶性のある結晶として精製
され、468 nmと 540 nmに極大をもつ発光スペクトルが観測
された。4 をボールミルで十分に摩砕すると発光スペクトルの
ピークは 572 nmにシフトし、発光性メカノクロミズム特性が
確認された。こうした発光変化には隣接分子との金原子間での

相互作用が関与しているのではないかと考えられる。 
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